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（２）古座川町議会だより

２３年度決算、２４年度補正予算等を審議
９月定例会は、９月１１日から２６日までの１６日間開催しました。

平成２３年度一般会計及び、各特別会計の決算が提出され、慎重に審議した結果、どの会計も正しい運営がさ

れているものと認定しました。また２４年度補正予算８件、条例１件、その他２件、報告１件の議案はすべて原

案のとおり可決しました。

審議した議案のうち、２３年度決算の質疑応答や主な議案について要約して掲載しています。
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町有林の桧の古木（峯山）
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（３） 古座川町議会だより

嶽の森ハイキングコース



平成 23 年度 一般会計決算 

歳入 40億 2,780 万円   歳出 32億 2,511万円  8 億269 万円の黒字 

経営収支比率       80.0%（昨年度は 76.6％） 

地方債現在高（借金）   33 億 4,545 万円(昨年度より 1億 145 万円の減) 

基金合計（貯金）     23 億 9,320 万円(昨年度より 1億 1,257 万円の減  5 月 31 日現在) 

歳入・歳出の主なもの           （単位：万円） 

歳  入 金  額 対前年度比 歳  出 金  額 対前年度比 

856 億2 税町  △ 705 人件費 4 億 4,869 936 

地方譲与税 4,060 △ 112 物件費 7 億 2,197 2 億 9,714 

地方消費税交付金 2,584 △ 113 維持補修費 4,328 △ 1,211 

地方交付税 20 億 3,448 1 億 4,453 扶助費 1 億 7,335 2,162 

国庫支出金 3億 7,855 1,578 補助費等 4 億 1,535 2,930 

県支出金 3億 5,600 1 億 5,396 公債費 4 億 3,269 △ 4,016 

繰入金 1 億 2,114 5,891 積立金 738 △ 3 億 6,882 

繰越金 4 億 4,904 1 億 2,401 繰出金 2 億 9,409 5,855 

569,6 入収諸  △ 631 普通建設事業費 3 億 4,854 △ 2 億 8,991 

761,8億2 債町  △ 5,512 災害復旧事業費 3 億 3,823 3 億 2,891 
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（４）古座川町議会だより

川崎市を訪れた子供たち



①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率

古座川町 － － 8.9 －

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 30.0 35.0

※表中の「－」は、赤字額がないことを示します。

【健全化判断比率】  　　　　　　　　　　　     （単位：％）

平成２３年度におこなわれた主な事業 

◎交通通信施策 

・ふるさとバスの利用客数は本川線、小川線を合わせて１８，１７３名(昨年より１，７９９名の増) 

・町道の整備は下露小川線、下露小川１号線、南平線、岩井谷１号線 

・中崎地区に携帯電話基地局を整備 

◎保健、医療、福祉施策 

・各種がん検診を中心に総合健診、ポリオや結核等定期予防接種を実施 

・要援護者見守り事業によるスタッフの戸別訪問、健康状態や生活状況の把握など、高齢者社会におけ 

 る安全で安心できる暮らしの実現に努めた 

・古座川産材でベビーベッドを３台作成し、貸し出しをおこなった 

◎生活環境施策 

・スズメバチ駆除の補助制度を実施 

・消防団員の活動時の身の安全を守る為のＬＥＤヘッドライト及びライフジャケットや人命救助用ボー 

ト２艇を購入 

・高池下部、月野瀬地区に自主防災組織が結成される（町内５組織になる） 

◎産業の振興施策 

・有害獣の捕獲強化をおこない、昨年の２倍以上の成果 

・移住・交流推進で６世帯１２人が定住 

・町単独山村振興対策事業で産業振興対策５件、環境整備２５件、災害獣害防除対策等１７件を実施 

件数、事業費とも昨年の約３倍 

・古座川源流域保全のため紀の国森づくり基金活用事業で、小森川山林約１９ｈａを購入 

◎教育文化施策 

・国の学習指導要領の改訂に伴い、教師用教科書・指導書や学習内容に準拠した教具等の充実を図り、 

 児童の学力の向上に努めた 

・地域共育コーディネーター（教育支援活動の調整役）を１名配置し、町内の全学校を会場にして、地 

 域から学校に望むこと、学校から地域に望むことを中心に意見交換をした 

◎災害復旧・救助対策等 

・補助災害復旧事業で町道８路線、農地５ヵ所、林道４路線、公立学校施設３ヵ所、公営住宅２ヵ所の 

 復旧事業を実施 

・単独災害復旧事業で町道４路線、社会教育施設１ヵ所、明神出張所・生活改善センター、ぼたん荘、 

 防災行政無線屋外子局等の復旧事業を実施 

・住宅の応急修理２８９件、災害弔慰金２名、災害援護資金貸付金１名 

・農業用機械等復旧支援事業、商工業復旧支援事業など復旧支援事業を実施 

 

（５） 古座川町議会だより

健 全 化 判 断 比 率 の 報 告



総務費

　財産管理費 庁舎別館仮設工事 1,100万円

　企画調査費 ふるさとづくり基金積立金（１名） 100万円

　地籍調査費 一筆地調査業務委託料（佐田、添野川） 217万円

保健衛生費

　予防費 医薬材料費（ポリオワクチン２０名分） 32万円

農林水産業費

　農業振興費
地域農業支援対策費（古座川町地域
再生協議会で農業機械の購入等）

1,500万円

　農地費 小規模土地改良工事（三尾川上溝） 300万円

土木費

　道路改良費 妙応寺線、直見和田地線改良工事 1,300万円

　河川維持工事費 河川整備工事（明神橋、鶴川橋） 300万円

消防費

　災害対策費 愛宕寮改修工事設計管理委託料 693万円

      〃
避難施設整備工事
   　　　（高池郵便局前から愛宕山）

798万円

　　　〃 防災用相互通信用無線機整備備品 68万円

      一般会計補正予算（第２号）      歳出の主なもの
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一 般 質 問

みんなの願いを町政に
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高池下部焼山入口

高池下部天神さん
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避難路（高池下部）
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三尾川小学校まつり
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